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公益社団法人日本医師会長       

松 本 吉 郎 

（日本医師会令和６年能登半島地震災害対策本部長） 

（公印省略） 

 

 

令和６年能登半島地震災害における日本医師会災害医療チーム（ＪＭＡＴ）派遣について 

 

今般の令和６年能登半島地震につきまして、日本医師会では、石川県医師会から

の要請に基づき、別記のとおり、日本医師会災害医療チーム（ＪＭＡＴ）を石川県

を中心とした被災地に派遣することといたしました。 

つきましては、会務ご多端の折誠に恐れ入りますが、貴会においてＪＭＡＴを編

成していただき、担当役員、事務局の氏名および連絡先、並びに各チーム構成員の

連絡先、責任者名、電話番号、住所等を本会のＪＭＡＴ本部サイト（都道府県管理

者画面）よりご登録いただきますようお願いいたします。 

 

  



記 

�  派遣先：石川県を中心とした令和６年能登半島地震災害の被災県の各避難所、救護

所その他（被災地の医療機関、介護施設を含む） 

�  派遣期間：１月５日より当分の間 

�  派遣チーム：各日、被災県医師会チームを含む３０～４０チームを目途 

�  被災地のコーディネート機能： 

�  被災県保健医療福祉調整本部や被災地の保健医療福祉チームの派遣調整拠

点のコーディネート機能に従い、到着時の登録、現地のミーティングへの

参加、派遣調整、災害診療記録の作成・J-SPEED への入力等をお願いいたし

ます。 

�  J-SPEED のスマートフォンライセンスナンバー：240101 

�  災害医療チームは、自己完結型が原則であり、現地等への交通手段はそれぞれ

手配していただくことになります（スタッドレスタイヤが必要です）。寝食に

つきましても、現地では十分でなく、同様の対応になります。被災地付近には

宿泊施設がないので、寝袋等が必要になります。 

�  厚生労働省医政局長より、本会に対しＪＭＡＴの派遣依頼を受けております。

また、災害救助法等の手続等には、諸記録の作成も必要となります。 

�  ＪＭＡＴ活動に関しては、ＪＭＡＴ要綱並びに今回添付する概要資料（ＪＭＡ

Ｔ研修：ＪＭＡＴ総論）を参考にして下さい。 

�  ＪＭＡＴ本部サイトにて、ＪＭＡＴのチーム登録、ＪＭＡＴによるクロノロジ

ー、活動報告を行ってください。 

�  ＪＭＡＴ本部サイト（都道府県管理者画面） 

  https://jmat-hq.jp/pma 

�  ＪＭＡＴ隊員には、日本医師会において、傷害保険ないし特定指定感染症危険

補償特約付帯傷害保険に加入いたします。必ずチーム登録を行ってください。 

�  ＪＭＡＴ活動の支援として、災害時の医療通訳サービスをご用意しております。   

〇専用番号 050-1807-6083（メディフォン株式会社） 

〇インターネット回線を使った下記通話。 

・音声通話 

・ビデオ（映像）通訳 

  https://mediphone.jp/forms/j41301-202401.html 

 

 

 

ご連絡先 

日本医師会ＪＭＡＴ本部 

Tel 03-3942-6137 

Fax 03-3946-2140 

chiiki_1@po.med.or.jp 

担当課長携帯電話番号 090-6486-4698 

https://jmat-hq.jp/pma
https://mediphone.jp/forms/j41301-202401.html
mailto:chiiki_1@po.med.or.jp






日本医師会への情報発信、
全国の医師会との情報共有

公益社団法人 日本医師会

日本医師会JMAT研修



全国・被災地の医師会との情報共有
• 被災地の状況について、その地域の医師会関係
者、所属の都道府県医師会に加え、日本医師
会や全国の医師会へ情報発信。

• 日本医師会ＪＭＡＴサイト（常設）を利用。

• 被災地の都道府県医師会、統括JMAT、日本
医師会は、その情報をもとに今後のJMAT活動の
内容を検討。関係者とも情報を共有し、必要な
対応をとる。

1



ＪＭＡＴにおける情報共有の意義
• ＪＭＡＴ活動は、被災地の医師会と全国の医師会と
の「協働」。

• 被災地がどのような状況であり、なにが必要か、医療チー
ムとしていかなる点に留意すべきかは、現地で活動した
ＪＭＡＴが最もよく知っている。

• ＪＭＡＴに参加する医師は、平時では、かかりつけ医、
また、かかりつけ医と連携する専門医として経験を積んで
おり、被災地のニーズや主な患者像、衛生環境等の情
報を把握できる。
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全国の医師会で同じ認識を持ち、医師会の
総力を挙げて被災地を支援し、災害に立ち
向かうためには、情報の共有が必要不可欠
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日本医師会JMAT本部サイト
（一般向け）

https://jmat-hq.jp/

https://jmat-hq.jp/
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日本医師会JMAT本部サイト
（都道府県医師会管理画面）

ここからが実習です・・・
◆都道府県医師会管理画面：https://jmat-hq.jp/pma/
◆ログインID：jmatkensyu
◆パスワード:jmatkensyu
※アカウント設定は変更しないでください
※実際のID・パスワードは都道府県医師会で管理しています

https://jmat-hq.jp/pma/
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JMATの派遣スケ
ジュールの確認

日本医師会JMAT本部サイト
（都道府県医師会管理画面）

出務したJMAT
にて作成

JMAT
都道府県医師会、日
本医師会にて入力

クリックすると
個別の災害・
訓練のページへ



＜JMAT本部サイト 実習１＞
JMAT派遣情報 新規申請
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JMAT派遣情報 新規申請
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・申請後、日医が
承認します。

・承認までタイム
ラグがあります。

次スライドからの見本データをもとに、
必要事項を記入して申請をしましょう。
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実習１ JMAT派遣情報 新規申請

※業務負担軽減のため、最後に入力された一部データが残ります。構わず上書きして下さい。

� 申請日：入力した日 ※

� 担当役員：任意の名前（●●太郎）※ ●●には自県をお書きください（例：東京太郎）。

� 役員連絡先：000-0000-0000 ※

� 担当者：JMAT研修の受講者氏名 ※

� 担当連絡先：111-1111-111

� 緊急連絡先：222-2222-222

� 被災都道府県：東京都 ※

� 活動拠点：日本医師会館

� チーム名：JMAT都道府県・氏名チーム（例：JMAT東京・日医太郎チーム）

� 車両付帯：チェック

� コメント：任意

� 派遣開始：2022/12/23AM

� 派遣終了：2022/12/24PM

� 出発日：2022/12/23AM

� 到着日：2022/12/23PM

� 帰還日：2022/12/24PM
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実習１ JMAT派遣情報 新規申請 つづき

【構成員】「構成員追加」で4名にして下さい。

• ①日医太郎・ニチイタロウ・60歳・男・日医クリニック・医師
・整形外科・333-3333-333・abc@med.jp

• ②日医花子・ニチイハナコ・60歳・女・日医クリニック・医師
・内科 ・444-4444-444・def@med.jp

• ③日医次郎・ニチイジロウ・30歳・男・日医病院・看護師
・（空欄）・555-5555-555・ghi@med.jp

• ④日医熊子・ニチイクマコ・30歳・女・日医病院・事務職等
・（空欄）・666-6666-666・jkl@med.jp

• ここまで入力したいただくと、JMATの派遣申請の完了です。

• 一度、JMAT本部の承認を待ってください。

mailto:abc@med.jp
mailto:def@med.jp
mailto:ghi@med.jp
mailto:jkl@med.jp


＜JMAT本部サイト 実習２＞
JMAT派遣情報 確認

※実習１で行った派遣申請がなかなか承認されない場合は、
お手数ですが下記までご連絡下さい。

10

ご連絡先：日本医師会地域医療課
chiiki_1@po.med.or.jp

mailto:chiiki_1@po.med.or.jp


JMAT派遣情報 確認
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＜JMAT本部サイト 実習３＞
JMAT活動報告

日本医師会JMAT本部サイトより、JMAT活動報告
フォームにて、入力してください。
※実際の災害時には、必ず行ってください。
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JMAT活動報告

報告書のPDFデータ、写真などをアップ
ロードすることも可能
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実習２ JMAT活動報告（記載例）
� From date 12/23
� To date 12/23
� 活動内容

：各避難所のスクリーニング、巡回診療・健康相談。
� 現地のニーズ

：物資については、どの避難所も充足。栄養バランスの偏
りが見られる。本日クーラーが設置。

� 課題
：薬剤の配布は翌日になる。薬剤師会も活用して迅速に提
供体制の整備が必要。
医療従事者の発熱が多く、人員が不足気味。

� 情報提供
：片マヒ状態で寝起きするのも大変な避難者がいるが、床
に敷布団を敷いて寝ている状態。早めの段ボールベット
の要請が必要。

� PDF：アップロード（任意）



＜JMAT本部サイト 実習４＞
「 JMAT活動報告」の確認
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＜JMAT本部サイト 実習５＞
「派遣カレンダー」の確認

日本医師会JMAT本部サイト災害一覧より、JMAT
の派遣カレンダーをダウンロード（EXCEL）閲覧して
ください。

16



17

＜JMAT本部サイト 実習５＞
「派遣カレンダー」の確認

該当する期間に横線が引かれる



＜JMAT本部サイト 実習６＞
クロノロジーの確認、入力

日本医師会JMAT本部サイトより、クロノロジーを確
認し、任意の情報を入力してください。

※実際の災害時にも活用してください。
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＜JMAT本部サイト 実習６＞
クロノロジーの確認、入力

画像もアップ可能です。
クリックすると拡大されます。
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＜JMAT本部サイト 実習６＞
クロノロジーの確認、入力

地図や経路の目印、避難所の状態などの
画像もアップ可能です。

JMAT本部サイトの事前学習を行っていること
を日本医師会へ報告して下さい。



日本医師会キャラクター
日医君 21

受講者の皆様、インストラクター・ファシリテーターの皆様に

おかれましては、日本医師会の災害医療支援活動にご理解、
ご協力いただき、ありがとうございます。


